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クッションシート

フットガードの
マジックテープ

本体下部の
マジックテープ

マジックテープ

安全ベルトで本体と自転車を連結7

クッションシートを本体にのせ、クッションシート裏面のマジック
テープを、本体下部とフットガードのマジックテープにしっかり
固定します。

クッションシートの固定6

サドル

安全ベルト シートポスト

バックル(凸)バックル(凹) アジャスター

➡

注意
安全ベルトの余った部分はタイヤ等への巻込みがないよう
にアジャスターで調整してください。また、バックルが外れた
状態での乗車はしないでください。

安全ベルトはぶら下げたままにしないでください。

●本製品はヤマハ発動機(株）指定の電動アシスト自転車（PAS）以外の使用は出来ません。
電動アシスト自転車の取扱説明書を確認頂き、指定チャイルドシートに本品の記載がある場合のみご使用ください。　
　
●本取扱説明書は自転車への取付け方法を説明しております。
使用上の警告、注意、操作方法等に関しましては、電動アシスト自転車の取扱説明書をお読みください。

●取付けは自転車販売店にお申し付けください。

●適用体重
　・体重24kg以下（クラスS30kgうしろキャリヤ使用時）
   ・お子様の体重と荷物の重さをあわせて21.8kg以下（クラス27うしろキャリヤ使用時）

●適用年齢と身長
　1歳（12ヶ月）以上小学校就学の始期に達するまでのお子様
　クラスS30kgうしろキャリヤ使用時：身長120cm以下
　クラス27うしろキャリヤ使用時：身長115cm以下

●製品重量
　5.2kg

この説明書は、ご使用の前に必ずお読みください。読まれた後は大切に保管してください。

取扱説明書
取扱い注意事項

 ハグシートプラス（RBC-018DX2） 

装着後は必ずしっかりと固定されているか左右にゆすって確認してから走行してください。

●本書に使用しているイラストは操作方法や構造、仕組みなどを分かりしやすくするため、現物とは多少異なる場合もあります 。
●品質向上・改良の為予告無く仕様・デザインを変更する場合がありますので予めご了承ください。

577-0066 東大阪市高井田本通6丁目2-32　TEL : 06-6782-4353（代）　E-mail：info@ogk.co.jp製造

B9720000_20241120



前方

1 安全ベルトの取付け

2 本体のリヤキャリヤへの設置

股セット

板ナット

板ナット

板ナット用穴

板ナットを板ナット用穴に差込んで、
ハンドルセットを本体に差込みます。

❷ ❸

一辺が長い方を横にして、凸部が内側に
くるように取付けてください。

凸部
（本体側）…１個

2．組立て方・取付け方

1．部品構成

本体…1個

股セット…1個 フットガード…左右各1個

ステップ…
左右各1個

ステップガード…
左右各1個

板ナット…４個

フットガード
固定ネジ…2個

取付ステー（リヤキャリヤ側）
…2個（2つ穴）、1個（4つ穴）

取付ネジ…4個安全ベルト…1セット クッションシート…1個

樹脂ピン…2個

ステップ固定
ネジ…2個

ステップの固定5

フットガードの組立て・取付け4

安全ベルト 安全ベルト

A穴B穴

安全ベルト
アジャスター アジャスター

２．安全ベルトを2個のアジャス
ターに通します。

４．安全ベルトを再びアジャス
ターに通します。

バックル
（凸）

安全ベルト

ベルト通し穴

本体に安全ベルトを取付けます。

１．安全ベルトを股部のベルト通
し穴に通します。

３．安全ベルトをバックル（凸）の
A穴に通してからB穴に通します。

フット
ガード右

フット
ガード右

フット
ガード左

ステップ
ガード右

フットガード左

フットガード
固定ネジ

フットガード
固定ネジ

樹脂ピン

フット
ガード用穴

ハンドルセットの取付け3

１．フットガード（左右）にステップガード（左右）を差込んで
下方向に15mm程度スライドさせ、樹脂ピンで固定し
フットガードを組立てます。

２．フットガード（左右）を本体のフットガード用穴に差込んで、15ｍｍ
程度後方へスライドさせ、フットガード固定ネジでしっかり固定します。
（ハンドルも固定されます。）

①

①
②

ステップ
ガード左

ステップ
ガード

フット
ガード

②

樹脂ピン
本体をリヤキャリヤにのせ取付ステーを置いて、リヤキャリヤを取付ステーで挟むように
取付ネジでしっかりと固定してください。
※本体取付け穴があるリヤキャリヤには4つ穴の取付けステーをご使用ください。

本体

リヤキャリヤ

本体側
取付ステー

リヤキャリヤ側
取付ステー（2つ穴）

取付ネジ

本体

本体側
取付ステー

取付ネジ

リヤ
キャリヤ

取付ネジ本体側
取付ステー

リヤキャリヤ側
取付ステー

注意

取付ステーの向きに
ご注意ください。

フットガード

かかと

注意

24型以下の自転車に取付ける場合、前方によせ過ぎますと運転
中にリヤチャイルドシートのフットガードと運転なさる方のかかと
が接触する事があります。取付けの際には充分ご注意ください。

注意

自転車のリヤリフレックスリフレクタ（リヤ反射板）の後方からの視認
を妨げていないかよく確認し、妨げないように取付けてください。

ステップ右とステップ左をフットガードの
ステップ用穴に差込んで、15ｍｍ程度後
方へスライドさせ、ステップ固定ネジと板
ナットでしっかり固定します。

注意

ステップの高さは２段階に
選択出来ます。
左右のステップが必ず同じ
高さになるようにしてくだ
さい。

差し込んで、15mm程度後方へ
スライドしてください。

ステップ右

ステップ固定ネジ

少し広げて
取付ける

ステップ
固定ネジ

板ナット

ステップ用穴

ステップ左

ステップ用穴

一辺が長い方を縦にして、凸部が内側にくる
ように取付けてください。

差し込んで、15mm程度後方へスライド
してください。

リヤキャリヤ側
取付ステー（4つ穴）

※ネジの大きさに合ったドライバーをお使いください。
大きさの合わないドライバーでは、ネジを正しく締めら
れなかったり、部品が破損したりする場合があります。

■必要な工具︓プラスドライバー（2番、3番）

※本体取付け穴があるリヤキャリヤ



幼児を乗せるときの操作

開閉式
ハンドル

1

1

2

3

4 

1 開閉式ハンドルを開けます
開閉式ハンドルの丸いボタン①（２か所）を押しながら
②の方向へ引き出し、図のように③、④の方向へ動かし
ます。

9 各可動部周辺に、幼児の足や手、指および衣服がないか、
よく確認してから操作してください。各可動部に身体をは
さまれ、けがをするおそれがあります。

9 開閉式ハンドルが開いた状態で走行しないでください。幼
児が転落してけがをしたり、開閉式ハンドルが運転者の足
などに引っかかり破損や転倒するおそれがあります。

9 開閉式ハンドルの本体に、また開閉操作時に、無理な力を
加えないでください。無理な力が加わると、破損の原因に
なります。

2

きながら、肩ベルトを引き出します（※1） 

3 バックル解除レバーを解除します（※1） 
バックル解除レバーを引き上げると、バックルが外れて 

ベルトを取り外すことができます。 
 

肩パッドの下あたりで左右の肩ベルトを片手でしっかり
と持ち、もう片方の手でシートベルトレバーを後ろに引

ハグシートプラス 
　取扱説明書  補足  

RBC-018DX2 

'22～'24年モデルのPAS Kiss mini un シリーズ、Babby un シリーズ、Crew に本製品を使用される方は、PAS

車両本体の取扱説明書と合わせて本書をお読み頂き、開閉式ハンドル操作方法をご確認ください。 
 

バックル解除レバー

※1: 操作方法詳細と注意警告事項は、PAS車両本体の 取扱説明書をお読みください。 

開閉式
ハンドル

穴

4 幼児を乗せます
 

あらかじめ、バックルを開閉式ハンドル本体外側の穴にはめ
こむことで、肩ベルトを引き出しやすくなり、幼児を乗せや
すくなります。

マグネット付き
バックル

開閉式
ハンドル

合わせマーク

肩ベルト



開閉式
ハンドル

3

2

1

カチッ

8 開閉式ハンドルを閉めます
図のように①、②の方向へ開閉式ハンドルを持ち上げて
③へ「カチッ」と音がするまで、押し込みます。

（丸いボタンを押さない状態で）開閉式ハンドルを軽く
ひっぱって、固定されていることを確認してください。
開閉式ハンドルが固定されていないと、走行中に開いて
しまうおそれがあります。

幼児を降ろすときの操作 

「幼児を乗せるときの操作」をご参照ください。 

1 開閉式ハンドルを開けます 

2 肩パッドの下あたりで左右の肩ベルトを片手でしっかり 

と持ち、もう片方の手でシートベルトレバーを後ろに引 

きながら、肩ベルトを引き出します 

3 バックル解除レバーを解除します 

4 幼児を降ろします 

5 開閉式ハンドルを閉めます 

 

本体上部の倒しかた 

1 開閉式ハンドルを開けます 

開閉式ハンドルの開け方については「幼児を乗せるとき 

の操作」をご参照ください。 

必ず開閉式ハンドルを開けてから、本体上部を倒してくださ
い。開閉式ハンドルを閉じたまま本体上部を倒すと開閉式ハ
ンドルが破損するおそれがあります。

※1: 操作方法詳細と注意警告事項は、PAS車両本体の 取扱説明書をお読みください。 

7 アジャスターを使用して、腰ベルトの長さを調整します 

7 アジャスターを使用して、腰ベルトの長さを調整します 

6 シートベルトレバーを使用して、肩ベルトの長さを調整 

します（※1） 

5 左右の肩ベルト・腰ベルトのバックルを股バックルに装 

着します（※1) 

〒430-0946　静岡県浜松市中央区元城町115-10 元城町共同ビル　FAX 053-488-5630

オープン時間　月曜～金曜（祝日、弊社所定の休日除く）
9:30～12:00　13:00～17:00
◎音声アナウンスに沿って担当部署をお選びください。

0120-819049
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	<グラフィック>
	9 肩パッドの中のスプリングが外れてしまった場合、再度ス プリングを孔の奥まで押し込んでください。
	9 肩パッドの中のスプリングが外れてしまった場合、再度ス プリングを孔の奥まで押し込んでください。
	9 肩パッドの中のスプリングが外れてしまった場合、再度ス プリングを孔の奥まで押し込んでください。
	9 肩パッドの中のスプリングが外れてしまった場合、再度ス プリングを孔の奥まで押し込んでください。

	9 肩パッドの位置を調整することはできません。
	9 肩パッドの位置を調整することはできません。

	9 肩パッドは取り外しが可能です。
	9 肩パッドは取り外しが可能です。

	9 詳しくは、お買い求めいただいた販売店にご相談ください。
	9 詳しくは、お買い求めいただいた販売店にご相談ください。




	<グラフィック>
	<グラフィック>
	7 アジャスターを使用して、腰ベルトの長さを調整します

	<グラフィック>
	<グラフィック>
	8 開閉式ハンドルを閉めます
	図のように①、②の方向へ開閉式ハンドルを持ち上げて ③へ「カチッ」と音がするまで、押し込みます。
	（丸いボタンを押さない状態で）開閉式ハンドルを軽く ひっぱって、固定されていることを確認してください。
	開閉式ハンドルが固定されていないと、走行中に開いて しまうおそれがあります。



	幼児を降ろすときの操作
	幼児を降ろすときの操作
	幼児を降ろすときの操作[ようじをおろすときのそうさ]

	「幼児を乗せるときの操作」（49 ページ）をご参照ください。
	「幼児を乗せるときの操作」（49 ページ）

	1 開閉式ハンドルを開けます
	1 開閉式ハンドルを開けます
	1 開閉式ハンドルを開けます

	2 肩パッドの下あたりで左右の肩ベルトを片手でしっかり と持ち、もう片方の手でシートベルトレバーを後ろに引 きながら、肩ベルトを引き出します
	2 肩パッドの下あたりで左右の肩ベルトを片手でしっかり と持ち、もう片方の手でシートベルトレバーを後ろに引 きながら、肩ベルトを引き出します

	3 バックル解除レバーを解除します
	3 バックル解除レバーを解除します

	4 幼児を降ろします
	4 幼児を降ろします

	5 開閉式ハンドルを閉めます
	5 開閉式ハンドルを閉めます



	本体上部の倒しかた
	本体上部の倒しかた
	本体上部の倒しかた[ほんたいじょうぶのたおしかた]

	1 開閉式ハンドルを開けます
	1 開閉式ハンドルを開けます
	1 開閉式ハンドルを開けます
	開閉式ハンドルの開け方については
	「幼児を乗せるとき の操作」（49 ページ）

	<表>
	<表>
	<表ヘッダ>
	<表の行>
	<グラフィック>


	<表本文>
	<表の行>
	必ず開閉式ハンドルを開けてから、本体上部を倒してくださ い。開閉式ハンドルを閉じたまま本体上部を倒すと開閉式ハ ンドルが破損するおそれがあります。
	必ず開閉式ハンドルを開けてから、本体上部を倒してくださ い。開閉式ハンドルを閉じたまま本体上部を倒すと開閉式ハ ンドルが破損するおそれがあります。













